
（別紙３）

〜 令和7年 1⽉ 31⽇

（対象者数） 46 （回答者数） 38

〜 令和7年 1⽉ 31⽇

（対象者数） 10 （回答者数） 10

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
⾒通しが⽴ちやすい、情報を得やすいように事前準備を丁寧

に⾏う

2 個々の状況に合わせた目標到達を目指して取り組んでいく

3
大集団・小集団での活動をすることにより「人の気持ち」を
受け止め対応することが出来るよう取り組んでいく

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
メリハリをつけ動・静をスケジュールにより組み入れて負担
感を減らすよう組み⽴てていく

2
イレギュラーな予定変更でも落ちついていられたり知らない
トイレでも落ち着て受け入れられるような⽀援の提供を工夫
していく

3
どのプログラムも手間暇をかけ準備しているので抜粋したプ

ログラムを変化させ応用編も検討していく

⽇々の療育からスモールステップで「できた」「伝えられ
た」などにつなげ目標をクリアするために継続した⽀援を受

けることが出来る

個別・集団・課外活動含めクラスごとのスキルに合わせたス
ケジュールを実施

各トレーニングの実施・個別課題への取り組み

字を書く・数の概念・箸の持ち⽅・お⾦・偏⾷・トイレト
レーニングから社会性まで２単位ならではのクラス分けを⾏
い無理なく⾃信につながる取り組みを⾏いレベルアップを図

る

運動・工作・実験・ことば・ビジョントレーニング等、いろ
いろなプログラムがバランスよく入るように組み、その中で
小集団・個別⽀援をうまく取り入れる様にしている

工作や運動で個人が取り組む場合は「集中⼒」「想像⼒」を
育めるよう、また小集団では「社会性」や「協調性」も育め

るよう⽀援している

⽀援プログラムの応用が少ない
反応が良かった等もう少しやりたいと思うプログラムをどう

提供していくか

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

⽀援時間が⻑い場合の集中⼒の保ち⽅ ⽀援時間が⻑いと体⼒・気⼒的にも不安定になってしまう

クラス分けによりが外出イベントがしやすくなったが、同じ
ような場所に⾏けないクラスもある

児童の状態で配慮の内容が違う為、外出イベントにはたくさ
んの指導員を要するクラスもあり、回数を増やせなかったり

⾏く場所が限定される

令和6年 2⽉ 1⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃己評価表作成⽇ 令和7年 3 ⽉ 1⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 ハートリンク放課後等デイサービス富岡東

○保護者評価実施期間 令和6年 2⽉ 1⽇

○保護者評価有効回答数

事業所における⾃己評価総括表公表


